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IAP 日本支部会員の皆様、2015 年新春のお慶びを申し上げます。本年もどうぞ宜

しくお願い致します。

2014 年の主な行事を振り返りますと、3月１-7 日に米国の San Diego 市で第 103 回

USCAP（United States and Canadian Academy of Pathology）が開催されました。

5000 人に迫る登録参加者で、分子病理学を取り込んだ診断病理学を推し進める研究

発表や教育活動が活発に展開されていました。10 月 5-10 日にはタイの Bangkok 市で

第 30 回 IAP Congress が催されました。開催前の政情不安が影響して参加者が少な

目でしたが、日本からの参加人数は地元のタイ、米国に次いで 3番目で、運営担当者

からは感謝の言葉をいただきました。学会中は政情不安などの気配は全くなく、会場

内でも市中でも、しばしばタイの人々のおおらかで優しい国民性に触れて心和んだこ

とでした。IAP Congressはともするとfestival的に思われがちですが、世界中から種々

の領域の expert を招いて最新の診断病理学の教育セミナーが開かれることは、開催

国や周辺諸国の病理医の教育や病理学の発展に大きな貢献をしていることを改めて感

じました。また、Congress 期間中にもたれた International Council/Executive 

meeting では、松原修 IAP日本支部前会長のVice President Asia 就任という大変喜

ばしいニュースがありました。10 月 25、26 日には台湾の台北市で第 5回日台スライ

ドカンファレンスが開かれました。いつもながら台湾の先生方の心からのおもてなし

をいただき、温泉ツアー、熱心なスライドカンファレンスと心身共にホットとなった

2日間でした。沖縄那覇市で開催された日本病理学会秋期特別総会の翌日 11 月 22 日

には、琉球大学の吉見直巳教授を実行委員長に第 54 回病理学教育セミナーが開催さ

れました。午前の教育シンポジウムは骨・軟部腫瘍の新WHO分類をテーマに多数の

2015 年　年頭のご挨拶
IAP日本支部会長　中谷行雄（千葉大学医学研究院診断病理学）

第5回日台スライドカンファレンスにて
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方々に参加していただき、活発な質疑応答で盛り上がりまし

た。お世話頂きました吉見教授を始め、教室の先生方に改め

て御礼申し上げます。11 月 27、28 日はフィリピンの Cebu

島 で 第 9 回 APSMI（Asia-Pacific Society for Molecular 

Immunohistology annual conference）が開かれました。

2015 年の主な行事予定に目を移すと、3月 21-27 日に米国

Boston 市で USCAP が開催されます。例年通り、Japan 

Night が火曜日夕方に催されますので、是非多数の皆様のご

参加をお願い致します。6 月 4-7 日にはオーストラリアの

Brisbane で第 9 回 Asia Pacific IAP Congress が開催予定で

す。10 月 30、31 日には第 14 回日韓合同スライドカンファレ

ンスが韓国で予定されています（開催都市未定）。そして、

11 月 5、6 日には IAP 日本支部常任幹事の石川雄一先生、東

京大学の宮園浩平先生の共催で病理学会秋期特別総会が開催

され、翌 7日には IAP教育セミナーが東京で開催予定です。

今年も松原修前会長、加藤良平次期会長、牛込新一郎本部

元会長、長村義之本部前副会長、石川雄一常任幹事、清水道

生広報委員会委員長、小田義直教育委員会委員長、岩崎宏会

計監事および各理事の先生方と協力して、一層充実した病理

学教育ならびに国際的な学術活動を目指し、支部活動が益々

発展できますよう努める所存でありますので、会員の皆様に

は何とぞ宜しくご支援のほどをお願い申し上げます。

教育委員長　小田義直

（九州大学大学院医学研究院形態機能病理）

日時： 2014（平成 26）年 11 月 22 日（土）

場所： 沖縄県看護研修センター　他

第 60 回日本病理学会秋期特別総会に続き、11 月 22 日土曜

日に沖縄県看護研修センターにおいて、2014 年度の病理学教

育セミナーが開催されました。開催にあたり、琉球大学医学

部の吉見直己教授、青山肇助教をはじめとして同教室の皆様

ならびに琉球大学の学生の皆様に大変なご協力をいただきま

して、心より感謝申し上げます。2013 年末に竣工したばかり

の沖縄県看護研修センターをメイン会場とし（図 1）、スライ

ドセミナーでは同敷地内にある沖縄県医師会館、沖縄小児保

健センター等他施設を使用することにより、開放感あふれる

会場でストレスなく受講していただけたのではないかと思い

ます。

午前中の教育シンポジウムは骨軟部腫瘍病理がテーマであ

り、骨腫瘍は小田が、軟部腫瘍は久岡先生がモデレーターと

なり、2013 年に改訂されたばかりの骨軟部腫瘍新WHO分類

に関する講演を、日本を代表する演者の先生方に行ってもら

いました。今回は広めの部屋が用意されており 205 名（会員

121 人、非会員 84 人）と多数の方に参加していただき大盛況

でした（図 2）。午後のスライドセミナーでも、のべ 346 名も

の方に受講していただき、盛況のうちに終了いたしました（図

3）。シンポジウムのモデレーター、演者、ならびにスライド

セミナーの講師の先生方にはご協力いただきまして深く感謝

申し上げます。

2014 年度の病理学
教育セミナー開催される

図1

図2

図3



3

教育シンポジウム 　
9：00 － 11：45（沖縄県看護研修センター）

テーマ：骨軟部腫瘍の新WHO分類

モデレーター： 小田義直

（九州大学大学院医学研究院　形態機能病理）

久岡正典（産業医科大学医学部　第 1病理学）

演 者：

1． 小田義直（九州大学大学院医学研究院　形態機能病理）

骨腫瘍における新WHO分類の変更点

2． 久岡正典（産業医科大学医学部　第 1病理学）

軟部腫瘍における新WHO分類の変更点

3． 野島孝之（金沢医科大学　臨床病理学）

骨形成性腫瘍のトピックス

4． 小西英一（京都府立医科大学　人体病理学教室）

軟骨形成性腫瘍のトピックス

5． 廣瀬隆則

（神戸大学大学院医学研究科・医学部　地域連携病理学）

神経原性腫瘍とその新たな疾患概念

6． 松山篤二（産業医科大学病院　病理診断科 , 産業医科大学

医学部　第１病理）

軟部腫瘍の新たな疾患概念

教育シンポジウムの合間には病理診断学術奨励賞の授賞式

が行われました。今年度は松原大祐先生（東京大学医科学研

究所人癌病因遺伝子分野）、林詠子先生（岩国医療センター

臨床検査科　病理）、松原亜季子先生（防衛医科大学校病態

病理学講座）の３名の先生方が受容され受賞対象論文はレベ

ルの大変高い論文でした。受賞された先生方、おめでとうご

ざいます。

支部総会　12：00 － 13：00

スライドセミナー 　（沖縄県看護研修センター、
沖縄県医師会館、沖縄小児保健センター）

1時限目　13：30 － 15：30

*A-1 新WHO分類にもとづく乳腺腫瘍の病理診断
市原 周（国立病院機構名古屋医療センター　病理診断科）

B-1 軟部腫瘍の病理－新WHO組織分類をふまえて－
久岡 正典（産業医科大学医学部　第一病理学講座）

C-1 肝生検の病理診断（非腫瘍性疾患）
全 陽（神戸大学医学部附属病院　病理診断科）

D-1
口腔病理
高田 隆（広島大学医歯薬保健学総合研究院　口腔顎顔面
病理病態学研究室）

2 時限目　15：45 － 17：45

*A-2 悪性リンパ腫の病理
中村 直哉（東海大学医学部基盤診療学系　病理診断学）

*B-2 臨床に役立つ泌尿器（腎・尿路）の病理
都築 豊徳（名古屋第二赤十字病院　病理診断科）

*C-2

肺癌の病理
野口 雅之（筑波大学大学院人間総合科学研究科　診断病
理学研究室）
石川 雄一（公益財団法人がん研究会がん研究所　病理部）

D-2 腎生検の病理
上田 善彦（獨協医科大学越谷病院　病理部）

スライドセミナーの参加申し込みは例年通りホームページ

上で行われましたが、今回から新たな試みとしてバーチャル

スライドをweb 上で公開することになりました。これまでは、

バーチャルスライドを 1枚の DVDに収めるために一部で高

画質の領域が制限されるという問題がありましたが、その点

は改善できたのではないかと思います。しかしながら必ずし

も皆様全員が満足いただける状態ではないようですので、今

後改善を行ってまいりますので宜しくお願い申し上げます。

さて、今回をもちまして上田先生、全先生のスライドセミナー

が終了となりました、3年間どうもありがとうございました。

一方で今回は新規のコースが 4つ（市原先生、中村先生、都

築先生、野口先生と石川先生）あり、さらに次回は 2つの新

規コースがスタートする予定です。皆様にとりまして、病理

診断能力の向上に役立ち受講して良かったと思われるような

コースを企画したいと思いますので、次回も奮ってご参加く

ださいますようお願いいたします。

2015 年度の IAP 日本支部教育セミナーは東京で開催の予

定です。開催場所は現在検討中ですが、皆様にご参加いただ

きやすいようにアクセス等を工夫してまいりますので、多数

の方々のご参加をお願い申し上げます。

＊第 3回理事会
日　時：2014 年 11 月 20 日（木）12 時 10 分～ 13 時 10 分

場　所：国立劇場おきなわ　3階 K-1

出席者： 中谷、松原、加藤、清水、小田、岩崎、橋本、長村、

根本、吉野、長尾、内藤、森谷、白石、都築、石川、

大谷（事務局） 

欠席者：牛込、岩下、黒田、諸星

＊第 54 回総会
日　時：2014 年 11 月 22 日（土）12 時 00 分～ 12 時 30 分

場　所：沖縄県看護研修センター　第１研修室

出席予定者 89 名　欠席委任状 320 名（会員 698 名中）

2014 年第 3回理事会・
第 54 回総会議事録
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理事会および総会の議題は以下のとおり
報告事項
1．庶務報告

・2014 年総会

・会員関係（新入会員および会費納入状況について）

2．学会報告

・ 第 30 回 IAP Congress（2014 年 10 月 5-10 日 , Bangkok, 

Thailand）

・ 第 5 回日台合同スライドカンファレンス（2014 年 10 月

25-26 日 , Taipei, Taiwan）

・ 2014 年 IAP 日本支部病理学教育セミナー（2014 年 11

月 22 日 , 沖縄県看護研修センターほか）

3．2015 年開催予定国際会議・学術集会

・ 第 104 回 USCAP（2015 年 3 月 21 日 - 27 日 , Boston, 

MA, USA）、Japan Night は 3 月 24 日

・ 第 9 回 APIAP（2015 年 6 月 4-7 日 , Brisbane, 

Queensland, Australia）

・ 第 14 回日韓合同スライドカンファレンス（2015 年 10

月 30-31 日、開催地未定）

・ 2015 年 IAP 日本支部病理学教育セミナー（2015 年 11

月 7 日、東京）

4．2014 年 News Bulletin

5．2014 年 IAP 日本支部・病理診断学術奨励賞について

6．その他

審議事項
1．2015 年からの理事・役員の改選：結果承認

2．新名誉会員について

3．会計報告および予算案

・2013 年収支決算報告

・2015 年収支予算案

4． 2015年IAP日本支部病理学教育セミナー について（2015

年 11 月 7 日、東京）

5．その他

・ホームページにおける会員専用ページの開設

・奨励賞の応募資格について

・会員のメールアドレスの掌握について

名古屋第二赤十字病院　病理診断科　都築豊徳

既に 5 回目の開催とのことですが、10 月 25 日（土）、26

日（日）に台北で開催された日台合同スライドカンファレン

スに初めて参加し、発表する機会を頂きました。初めての参

加なのでどの程度のレベルの発表がなされるのか出発時まで

はよくわかりませんでしたが、後で述べますように、非常に

レベルが高い発表が多く、非常に充実したカンファレンスで

した。

日本ではもう肌寒くなっていたのですが、当然のことなが

ら、空港に着くと台湾はまだ残暑程度の暑さでした。ホテル

に到着早々に台北市近郊の温泉（北投温泉）に出かけました。

日本語の達者なガイドさんの説明によると、台湾が日本の植

民地時代に日本人が多数の温泉を発見・開発し、その後も温

泉の遺産が受け継がれ、現在でもその風習が息づいていると

の説明を受け、その事実に驚かされました。北投温泉はその

一つで、台北市民には週末の憩いの場であるとのことでした。

北投温泉はラジウム鉱泉との説明を受けましたが、写真の乾

板フィルムが直ぐ感光する程に強力ですという効能の説明に

は少し恐怖感を覚えました。台湾の先生方と一緒に温泉に

入ったのですが、先方の方が温泉慣れしており、お話しする

間に私はすっかりのぼせてしまいました。その夜は日本と台

湾の主な参加者による食事会も行われ、文字通りの“熱烈歓

迎”を受けました。

翌朝は IAP台湾支部会長の Chou 先生と、日本支部会長の

中谷先生の御挨拶からカンファレンスが始まりました。カン

ファレンスはHoward city hall という公共のホールで、かな

り大型の会場でした。台湾からの参加者は多く、100 人は優

に超え、200 人近く参加していたと思います。カンファレン

スは日本と台湾の発表者がそれぞれ症例を提示し、それを反

対側の国の討論者がHEスライドのみから診断を行い、発表

者が免疫染色や遺伝子所見を加えて最終的な診断を行う方式

で行われました。口演発表時に驚いたのは、台湾の若い病理

の先生の英語での発表能力の高さでした。後で聞いてみると、

発表者のほとんどがレジデントであり、台湾の英語教育レベ

ルには正直仰天しました。討論のレベルも高く、HE標本だ

けでよく読み切ったなと感心させられる程でした。自分自身

のスライド内容を変更したいと思いましたが、もはやそんな

状況ではなく、冷や汗をかきながらの発表となりました。口

演による発表の中休みにはポスター発表が行われました。な

かなか興味深い症例が多く、じっくり読みたいと思うポス

第 5回日台合同スライド
カンファレンスに参加して

北投温泉公園の図書館の前で
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ターが多かったのですが、時間が十分に取れず、ポスター提示

者が誰かわからずに質問が出来なかったのは少し残念でした。

台湾病理学会の歓待と実力の高さに驚かされた日台合同ス

ライドカンファレンスでしたが、新しい人間関係も構築する

ことができ、個人的には非常に充実した 2日間となりました。

次回は来年に日本で開催される予定です。多くの先生が参加

され、日本と台湾の関係をより発展した形にして頂きたいと

思います。

神戸大学医学部附属病院病理部病理診断科　伊藤智雄

2014 年 10 月 5－ 10 日、タイのBangkok convention centre 

at centralworld にて XXXth Congress of IAP が開催されまし

た。今回参加する機会がありましたので、ここに参加記をし

たためさせていただきます。私個人としては IAPの本会に関

してはしばらくぶりになります。ここしばらくの遠方開催や

多忙からなかなか足を向けることができていませんでした。

それが、この度、長村義之先生からシンポジウムの 2セッショ

ン（immunohistochemistry）のモデレーターとしてご推薦い

ただき、微力ながら大変光栄な話とお引き受け致し、バンコ

ク行きが決まりました。ただ、お受けはしたものの、久しぶ

りの IAP、それも慣れない国際学会シンポジウムの企画で、

苦心。それでも何とか 2セッション、延べ 10 人の演者から

なるシンポジウムの企画をいたしました。

もう一つの大きな問題はタイの政治状況です。みなさまご

存じの通り、2013 年より同国インラック政権打倒を目指す激

しいデモと、これに対抗する治安部隊の戦いが起こり、多数

の死者が出る事態となっていました。さらに 2014 年 5 月に

は軍部によるクーデターと、我が国では全く考えられないよ

うな大混乱状態。この IAPも開催されないのではとやきもき

するも、最終的にはこのクーデターをきっかけに一気に事態

は収拾、沈静化。無事に IAPも開催され、10 ／ 6 ～ 10 ／ 10

の日程で参加をいたしました。

会場はチットロム地区にある同国最大のショッピングセン

ター内にあり、高架鉄道である BTS の駅からも近く、利便

性の高い場所にありました。行ってみれば、件の騒乱など嘘

のよう。街はまったく平常状態です。皆に心配されましたが、

幸いなことに全くの杞憂となりました。

会場に到着すると、クレジットカードのシステム不調など、

受付でのトラブルがあったようですが、個人的にはスムース

に入場することができました。6 日にはwelcome reception

が開かれ、非常に華やかな雰囲気のなか、タイの音楽、民族

舞踏など様々な催しで楽しませてくれました。ただ、残念な

のは、せっかく会った旧友と話を楽しもうとしても、大音量

の音楽で全く相手の言葉が聞き取れないこと。お国柄の違い

もありますが、少し静かな時間があるとより良いだろうと

思ったりもしました。

日中の本会はやや人の出が少ない印象でした。さすがに騒

乱の影響を受けて、参加者が少なかった模様です。また、昔

の IAPと異なり、ポスター会場もなく、全て PC上での閲覧。

ハンドアウトなども昔のような分厚い冊子はいただけず、手

元には小さな USB メモリー。時代の流れなのでしょうが、

ポスター会場でのディスカッションや交流など、昔を懐かし

く思ったのも事実です。

進行は極めてスムースに運営され、最初の受付以外は大き

なトラブルは感じられず、日本の諸先生方もそれぞれのシン

ポジウム等でご活躍されておりました。最後の 2日間にはい

よいよ私のシンポジウムを迎えました。9日午後の第一弾で

は香港Dr. John Chan を皮切りに、全陽先生、廣田誠一先生、

竹内賢吾先生、そして私の 5名（図 1）、10 日午前には、私、

田中伸哉先生、Roche の Hiro Nitta 先生、Immunoquery か

らDr. Frisman、そしてNordiQCからDr. Røgeをお迎えし（図

2）、各々の立場から素晴らしいご講演をいただきました。最

終日の午前中は会場がやや閑散としてきており、聴衆数を懸

念しましたが、幸い多くの参加者が得られ、意義深いものに

なったと思います。

北投温泉：高級ホテルの浴場の前で

XXXth Congress of IAP に参加して

図1　 左より廣田先生、竹内先生、伊藤、全先生。Dr. Chanは相変わら
ず多忙で、同時間のセッションでの発表のため、話し終わってす
ぐに飛んで行ってしまった。
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自由時間には食事、買い物なども色々と楽しませていただ

きました。タクシーやトゥクトゥクなどの利用では、過剰請

求や無関係な場所で降ろされるなど大苦戦。レストランで何

気なく頼んだサラダが激辛で一人涙をしたり、少しの苦労や

笑い話もありましたが、概ね楽しく学会を楽しみ、無事に帰

国となりました。Dr. Rangdaeng を始めとする事務局、ご推

薦くださった長村先生、そして、また、私の無理なお願いを

快くお聞きくださり、素晴らしい講演をいただいた諸先生方

には深く御礼を申し上げます。

山梨大学医学部人体病理学講座　加藤良平

平成 26 年 11 月 27 日、28 日にフィリピンセブ島の Jpark 

Island Resort and Waterpark で開催された第 9 回 APSMI

（Dianostic Pathology in the Molecular Era）に参加しました。

今回の会長は香港のDr. Gary Tse で、事務局を日本の久留

米大学医療センターの山口　倫先生が務められました。実際

の運営・進行などは、共催するフィリピン病理学会（PSP）

のメンバー（Linda D. Tamesis 会長、Dr. Edna May Lasap 

Go、Dr. Jude Martin F. Cimafranca）が担当されました。日

本からは、山口　倫先生（久留米大学）、新野大介先生（久

留米大学）、長村義之先生（国際医療福祉大学）、松原　修先

生（癌研）、石川雄一先生（癌研）、加藤良平（山梨大学）が

Invited Speaker として発表講演しました。その他に、アジ

ア IAP 支部の中心的なメンバーである Gary Tsu（Hong 

Kong）、Puay Hoon Tan（Singapore）、Shahid Pervez

（Pakistan）、Ponsak Wannakraipot（Thailand）、Michael 

Bilous（Austraria）、Bharat Jasani（UK）、Mischelle Anne 

Encinas-Latoy（Phillipines）、Shiu-Feng Huang（Taiwan）、

Kun Young Kwon（Korea）などの方々が講演されました。

聴衆の大部分はフィリピンやインドネシアの病理医の皆さん

ですが、会期の 2日間にわたり各分野の講演について熱心な

ディスカッションが行われました。

今回のAPSMI の副題が「分子時代における診断病理学」

ということで、病理診断に関しては東南アジアの病理医も強

い興味と関心を持って診断業務に真剣に取り組んでいること

がよくわかりました。これからも、機会があればアジア各国

の病理医とも積極的に交流を持っていきたいなと思った次第

です。

図2　左よりNitta先生、田中先生、伊藤、Dr. Røge、Dr. Frisman

第 9回アジア太平洋分子免疫組織学会議
（APSMI）に参加して

APSMIのレセプションのひな段

マニラの肺研究所の玄関、上の看板にご注目を

肺研究所の病理の部屋で
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病理診断学術奨励賞は、病理診断領域において優れた英文

論文を発表した若手病理医（40 歳以下）に対して贈られる賞

であり、2014 年は 5名の応募があり、選考委員会にて以下の

3名（50 音順）が選出されました。本賞の授賞式は IAP日本

支部主催の教育シンポジウム（2014 年 11 月 22 日　於：沖縄

県看護研修センター・沖縄県医師会館・沖縄小児保健セン

ター）の休憩時間を利用して行われました。

林　詠子先生

所属： 国立病院機構 岩国医療センター 臨床検査科・岡山大

学　病理

論文： Hayashi E et al.：Distinct morphologic, phenotypic, 

and clinical-course characteristics of indolent 

peripheral T-cell lymphoma. Hum. Pathol. 2013；44：

1927-1936.

松原　亜季子先生

所属：防衛医科大学校 病態病理学講座

論文： Matsubara A et al.：Frequent GNAS and KRAS 

mutations in pyloric gland adenoma of the stomach 

and duodenum. J. Pathol. 2013；229：579-587.

松原　大祐先生

所属： 東京大学医科学研究所 癌・細胞増殖部門 人癌病因遺

伝子分野

論文： Matsubara D et al.：Lung cancer with loss of BRG1/

BRM, shows epithelial mesenchymal transition 

phenotype and distinct histologic and genetic 

features. Cancer Sci. 2013；104：266-273.

IAP日本支部　2015年理事・役員名簿

会長  中谷　行雄

千葉大学大学院医学研究院診断病理学

前会長  松原　修 （公財）

がん研究会がん研究所病理部

次期会長  加藤　良平

山梨大学医学部人体病理学

常任幹事  石川　雄一

（公財）がん研究会がん研究所病理部

広報担当  清水　道生

（3月まで）埼玉医科大学国際医療センター

病理診断科

  森谷　卓也

（4月より）川崎医科大学病理学２

教育担当  小田　義直

九州大学大学院医学研究院形態機能病理

理事  岩下　明徳

福岡大学筑紫病院病理部

理事  長尾　俊孝

東京医科大学人体病理学

理事 森谷　卓也

理事  都築　豊徳

名古屋第二赤十字病院病理診断科

理事  廣瀬　隆則

神戸大学医学部地域連携病理学／兵庫県立

がんセンター病理診断科

理事  清川　貴子

東京慈恵会医科大学病理学講座

会計監事  岩崎　宏

福岡大学医学部総合医学研究センター病理

学

IAP本部
副会長 松原　修

前会長  牛込　新一郎

慈恵会医科大学客員教授

前副会長  長村　義之

国際医療福祉大学病理診断センター長　三

田病院

IAP日本支部広報委員会
委員長 清水　道生（3月まで）

病理診断学術奨励賞の受賞について

平成14年度IAP学術奨励賞授賞式。
右から中谷会長　林詠子先生（岡山大学）松原亜季子先生（防衛医科大学）
松原大祐先生（東京大学）吉野選考委員長

2015 年 IAP日本支部
新理事・役員一覧
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副委員長 森谷　卓也（4月より委員長）

副委員長 清川　貴子（4月より）

委員 加藤　良平

委員  根本　則道

日本大学医学部病理学

IAP日本支部教育委員会
委員長 小田　義直

副委員長 長尾　俊孝

委員 廣瀬　隆則

委員  内藤　善哉

日本医科大学病理学（統御機構・腫瘍学）

IAP日本支部・病理診断学術奨励賞選考委員会
委員長  吉野　正

岡山大学大学院医歯学総合研究科病理学

（腫瘍病理 /第二病理）

副委員長 都築　豊徳

委員 岩下　明徳

委員 小田　義直

委員  黒田　誠

藤田保健衛生大学医学部病理診断科

外部委員 （日本病理学会から１名）

 （日本臨床細胞学会から１名）

IAP日本支部・Award（賞）委員会（学術奨励賞以外）
委員長 長村　義之

副委員長 岩崎　宏

委員  諸星　利男

医療法人社団　北篠会　秦野老人保健施設

みかん

委員  橋本　洋

株式会社　臨床病態医学研究所

委員 松原　修

IAP日本支部理事指名委員会
委員長 松原　修

副委員長 橋本　洋

委員 岩崎　宏

委員 吉野　正

委員  白石　泰三

三重大学医学研究科腫瘍病態解明学

IAP日本支部事務局
（公財）がん研究会がん研究所病理部

 石川　雄一、大谷　茉子

神戸大学医学部地域連携病理学／

兵庫県立がんセンター病理診断科

廣瀬　隆則

この度は IAP日本支部の理事にご推挙いただき誠に有難う

ございます。執行部の皆様、また会員の先生方には、心より

御礼申し上げます。これまで日本支部の活動を通して、長年

に渡り診断病理の研修や海外での学会活動に参加させていた

だきました。そして、その中から多くのものを学ばせていた

だきました。今後は、支部活動を支える側に回り、病理診断

学の発展に多少なりと貢献できますよう努力したいと存じま

す。今後ともご指導の程、よろしくお願い致します。

東京慈恵会医科大学病理学講座

清川　貴子

IAP 日本支部会員の皆様、この度の理事選ではご支援をい

ただきましてありがとうございます。これまで私は、IAP 日

本支部の恩恵を存分にうけてまいりましたが、今後は少しで

も IAP日本支部のお役に立つよう働きたいと思います。まず

は、会員の若返り、すなわち若い病理医や病理医をめざす医

師がより魅力を感じる組織にすることを目指したいと思いま

す。会員の皆様には、さらなるご協力をよろしくお願い申し

上げます。

IAP 日本支部へ多大な貢献をされている以下の 5名の先生

が名誉会員に推挙され、総会にて承認を受けました。

岩政輝男先生、諸星利男先生、長村義之先生、岩崎宏先生、

橋本洋先生

表彰式には岩崎先生、橋本先生にご出席いただき、中谷会

長より賞状が贈られました。（写真）

新理事の抱負

廣瀬　隆則先生

清川　貴子先生

新名誉会員
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Congratulations and good luck! Osamu as a 
Vice President of IAP
松原修先生の IAP副会長就任をお祝いして

Past VP（Asia）IAP　Robert Y. Osamura, MD

長村義之

Dear JDIAP members

I wish you all a very good start for happy and prosperous 

new year 2015.

Last October, it was very nice to see many JDIAP 

members participating in the programs of IAP Congress in 

Bangkok. I hope everybody from Japan enjoyed the meeting 

and Thailand as much as I did.

First of all, I would be very happy to report to you that 

my longtime friend Dr. Osamu Matsubara has been 

nominated as a Vice President（Asia）of IAP. Osamu has 

been actively involved in the many activities not only in 

Japan but in the worldwide international divisions. His name 

“Osamu” has been very popular among many pathologists 

globally for such a long time. He has many friends who 

supported him for his activities. I have served my terms as 

a Vice President and could devoted myself to promote 

Assembly of Asia Pacific IAP and encourage our colleagues. 

Without Osamu, I could not pursue my job and I am really 

indebted and appreciate it very much. After I stepped down 

from VP（Asia）, the members of JDIAP and our Asia 

Pacific colleagues supported Osamu for the nomination. 

Thus, “Osamu as a VP（Asia）” is one of the happiest things 

in my life time.

Recently, I notice that Asia Pacific societies and regions 

have been participating very enthusiastically in IAP 

activities. And I know they are expecting a lot from Japan, 

i.e. science, friendship, support and many others, so “Osamu 

as VP” is just timely. I would particularly like to ask Osamu 

to encourage younger pathologists not only in Japan but 

Asia Pacific regions. And I know Osamu is the most 

appropriate person for this. .

The VP, IAP committees and other activities will keep 

him very busy for next coming years. So I wish him good 

health and continuous good work for IAP.

I would like to close my short message by thanking 

Osamu and all JDIAP members to support me to fulfil my 

terms as a VP（Asia）for many years.

Congratulations and good luck, Osamu!

松原先生　健康に留意されVPとして大いにご活躍くださ

い。

詳細： 2015 年 3 月 21 日－ 27 日 , Hynes Convention Center, 

Boston, MA, USA

★ Japan Night 開催いたします

日時：3月 24 日（火）17：30 ～ 19：30

場所：Boston Sheraton Hotel, BACK BAY D

会費：50 ドル・別途ドリンク各自精算（予定）

IAP 日本支部会員の方、米国在住の日本人病理医の方およ

松原修先生の IAP副会長就任を
お祝いして Past Vice President 長村義之先生

Cebu空港で、左からDrs. Nelia Tan-Liu（Manila）, Ishikawa, Shiu-
Feng Huang（Taipei）, Matsubara, Kunyoung Kwon（Taegu）

Upcoming Meeting

第 104 回 USCAP
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びそれ以外にも、ご友人をお招きいただき、是非ご参加くだ

さい。

日時： 2015年 6月 4日－ 7日，Brisbane, Queensland, Australia

場所：Brisbane Convention & Exhibition Centre（BCEC）

URL：http://www.apiap2015.com

ポスター抄録締め切り　2015 年 3 月 31 日

参加登録締め切り（発表者）2015 年 5 月 26 日

日時：10 月 30 日（金）－ 31 日（土）、韓国開催

日時：2015 年 11 月 7 日（土）、東京開催

2015 年度年会費の請求書をお送りしました。2月末までに

お納めください。

現在、Eメールによる情報発信に取り組んでおります。セ

ミナー情報や、USCAP 雑誌申込などの重要なメッセージを

お送りいたしますので、積極的にメールアドレスのご登録を

お願いいたします。

雑誌購読を〆切後に申し込まれる方が何人かおられますが、

米国本部との連絡がつきにくく、途中での購読開始は難しい

状況です。ぜひ、11 月中の〆切前に申し込みくださるよう、

お願いいたします。

なお、ご所属先・登録内容に変更がある方は、事務局まで

ご連絡ください。

＜ IAP日本支部事務局＞

常任幹事　石川雄一

事 務 局　大谷茉子

〒 135-8550　 東京都江東区有明 3-8-31 

（公財）がん研究会がん研究所病理部内

Tel: 03-3520-0111（内 5601）／ Fax: 03-3570-0558 

E-mail: jdiap@jfcr.or.jp

新年明けましておめでとうございます。News Bulletin 

2015 年 1 号をお届けします。昨年も、国内の活動のみならず、

XXXth Congress of IAP、第 5回日台合同スライドカンファ

レンスなど IAP日本支部会員の活躍が多々みられました。さ

らに、長年 IAPのためにご尽力されてきた松原修先生が、こ

の度APの vice president に就任されるという吉報に、会員

として誇らしい気持ちでいっぱいです。

さて、IAP 日本支部のNews Bulletin には長い歴史があり

ますが、 2013 年からは、新たに設立された広報委員会が担当

しています。本年 4月には広報委員会委員長と一部の委員の

交代を予定しており，今回はそれに向けて次期メンバーも加

わって発行の準備をしました。なお、1998 年 Number 1 以来

の News Bulletin は IAP 日本支部のホームページ（http://

www.iapjapan.org/）から閲覧可能です。

広報委員会委員長　清水道生

　　　　副委員長　森谷卓也（次期委員長）

　　　　　　委員　加藤良平

　　　　　　委員　根本則道

　　次期副委員長　清川貴子

第 9回Asia Pacific IAP Congress（APIAP）

第 14 回日韓合同スライドカンファレンス

2015 年 IAP日本支部病理学教育セミナー 

事務局よりお知らせ

あとがき


